






















































































































































































































































名
H守

廿

称 ｜
量I L1個

最高使 用圧 力

最高使 用温度

個 数

［設 定 根 拠］

－重大事故等対処設備

MPa 

。C

容－3(1/3)

加圧器逃がし弁操作用可搬型窒素ガスボンベ
46. 7 以上（46.7)

14. 7 

40 

1以上（2（予備1))

重大事故等時に使用する加圧器逃がし弁操作用可搬型窒素ガスボンベは，以下の機能を

有する。

計測制御系統施設のうち制御用空気設備として使用する加圧器逃がし弁操作用可搬型窒素

ガスボンベは，全交流動力電源文は常設［直流電源系統が喪失した場合を想定した場合にお

いても加圧器逃がし弁の機能を回復するために設置する。

系統構成は，加圧器逃がし弁の機能回復として加圧器逃がし弁操作用可搬型窒素ガスボン

ベは加 圧器逃がし弁に窒素を供給し 空気作動弁である加圧器逃がし弁を作動させること

で 1 次冷却系統を減圧できる設計とする。これらの系統構成については，設備別記載事項の

設定根拠に関する説明書別添3 「技術基準規則第61 条系統図jによる。

加圧器逃がし弁操作用可搬型窒素ガスボンベの保有数は，lセット1個（A, B系列合わせ

てl個），保守点検中にも使用可能で、あるため，保守点検による待機除外時のパックアップ

用は考感せずに故障時のパックアップ用として 1個の合計2個を保管する。

l.容量

重大事故等時に使用する加圧器逃がし弁操作用可搬型窒素ガスボンベは，高圧ガス保安

法の適合品である一 般汎用型の窒素ガスボンベを使用する。このため，当該ボンベの容量

は一般汎用型の窒素ガスボンベの標準容量46.7L／個以上とする。

代替制御用空気供給設備の加圧器逃がし弁操作用可搬型窒素ガスボンベは，加圧器逃が

し弁の開放及び開維持ができる容量を有する設計とする。

なお，加圧器逃がし弁への空気供給ラインには ， 窒素がリ ー クする箇所がないため連続

加圧の必要はなく ， l回の加圧作業で加圧器逃がし弁は， 「開j状態を維持する。

46-5-11
301 



想定操作

消費量

ボンベ必要個数

容－3 (2/3) 

開保持1回

・連続消費量：Oim 3 /h

供給先にある機器の消費量を含む継続的に消費される量

・パッチ消費量（力［！圧器逃がし弁2台分）；約Eコlm 3 ／回

加圧器逃がし弁を全開にするための消費量

・配管加圧消費量：約Dm 3 ／回

窒素供給ラインを重大事故等時の供給圧力まで加圧する

ための消費量

窒素ガス消費総量：

－ボンベ充てん圧力 : 14. 801MPa [abs〕

・ボンベ容量 : 6. 84Nm3 ／個（陀I)

・制御弁動作圧力（設計値）

：最宅コ仇’ I) ［めs]

窒素供給時は ，.制御弁動作圧力範囲内を維持する必要が

あることから，ボンベ l{回当たりの供給可能量は，

必要個数：E

以上より，加圧器逃がし弁操作用可搬型窒素ガスボ
、

ンベの必要個数は主主コ固となるた

め，設置個数は品口固を上回るl個とする。

公称値については，要求される容量と同じ 46. 7L／個とする。

2.最高使用圧力

加圧器逃がし弁操作用可搬型窒素ガスボンベを重大事故等時において使用する場合の圧

力は，高圧ガス保安法の適合品であるボンベにて実績を有する充てん圧力である14.7MPaと

する。

3.最高使用温度

加圧器逃がし弁操作用可搬型窒素ガスボンベを重大事故等時において使用する場合の温

度は，高圧ガス保安法に基づき40℃とする。

c:::コ枠囲みの内容は機密情報に属しますので公開できません。
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容ー20 (1 /3) 

名 称

容 量 L1個

最高使 用 圧力

最高使 用温度

個 数

【設 定 根 拠】

・ 重大事故等対処設備

重大事故等時に使用する余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬型空気ボンベは， 以下の機能

を有する。

MPa 

℃ 

余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬型空気ボンベ

46. 7以上(46. 7)

14. 7

40 

2以上（4（予備2))

所内用圧縮空気設備として使用する余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬型空気ボンベは ，

遠隔操作に必要な所内用圧縮空気設備が喪失した場合においても， インタ ー フェイスシス

テムLOCA発生時の1次冷却材の原子炉格納容器外への漏えい量を抑制するために設置す

る。

系統構成は ， インタ ー フェイスシステムLOCA発生時に余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬

型空気ボンベは余熱除去ポンプ入口弁の弁駆動機構に空気を供給し， 離れた場所から弁駆

動機樅を介して余熱除去ポンプ入口弁を作動させることで1次冷却材の漏えい箇所を煕離

できる設計とする。 これらの系統構成については ， 設備別記載事項の設定根拠に関する説

明書別添3「技術基準規則 第61条系統図」による。

余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬型空気ボンベの保有数は， 1セット2個(A, B系列合わせ

て2個）， 保守点検中にも使用可能であるため， 保守点検による待機除外時のバックアップ

用は考慮せずに故障時のバックアップ用として2個の合計4個を保管する。

1. 容量

重大事故時に使用する余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬型空気ボンベは， 衛圧ガス保管

法の適合品である 一 般汎用型の空気ボンベを使用する。 このため ， 当該ボンベの容最は一

般汎用型の空気ボンベの標準容誠46. 7L/個以上とする。

代替所内用圧縮空気設備の余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬型空気ボンベは， 余熱除去

ポンプ入口弁の閉操作ができる容量を有する設計とする。

なお ， 余熱除去ポンプ入口弁の弁駆動機構への空気供給ラインには ， 空気がリ ー クする

箇所がないため連続加圧の必要はな<, 1回の閉操作で余熱除去ポンプ入口弁は， 「閉」状
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容ー20 (2/3) 

態を維持する。

想定操作 閉保持1回

・連続消費量： ［｝耐／h

供給先にある機器の消昔醤を含む継続的に消費される量

・バッチ消菩量（余熱除去ポンプ入口弁1台分） ：絲｛ここ］Nm 3 I回

余熱除去入口弁を全閉にするための消費量

消費量 ・配管加圧消費量：糸｛ここpm 3 /回

空気供給ラインを重大事故等時の供給圧力まで加圧するた

めの消費量

空気ボンベ消黄総量：

| ＇

・ボンベ充てん圧力 ：14.801MPa[abs]

・ボンベ容呈 : 6.84Nm 3 /個 (itl)

ボンベ必要個数
・余熱除去ポンプ入口弁動作圧力 （設計値） ：［こコ＼1Pa[abs]

ボンベ1個当たりの供給可能最は，

I I 

必要個数：E: | 

以上より，余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬型空気ボンベの必要個数は1ここ］固となる

ため，設置個数は糸［こ］固を上回る2個とする。

公称値については，要求される容量と同じ46. 7L／個とする。

2.最高使用圧力

余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬型空気ボンベを重大事故等時において使用する場合の

圧力は，高圧ガス保安法の適合品であるボンベにて実績を有する充てん圧力である14.7MPa 

とする。

3.最高使用温度

余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬型空気ボンベを重大事故等時において使用する場合の

温度は，高圧ガス保安法に基づき40℃とする。

Eニコ 疇みの内容は機密情報に屈しますので公開できません。
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